
301第4節      翻訳の困難とメタ語用的フレーム

れ、他方、ቩや木、ፐ、ጤなど、今ここをᠰえて持続する質を持たないᑧく౬

らかいݨ体、したがって、よりΠ޲性がᯚくо手可能性やҟ用可能性
129

もᯚ

い傾向のあるݨ体は主に、ඪ岸に属する同時代人に向けられたコミュニケーシ

ョン・ジャンル
130

、たとえば行୑文書、行୑・୑ผ的な記᧸・史書、文芸作ֿ、

ρ人的な̬αなどの日常的な用ᣩを持つ書記に広く用いられていたことを指摘

しているTsien（2004［1962］: 199-200）を参照されたい
131

。また、同様にա代中

国の書記をめȣる言説に関してLewis（1999: 8）が次のように述べていること

にも注意したい。すなわち、஧の注釈として記され、書記・文ޏの起ໃを自然

界の規則性に結びつけているもろもろの説は、天界・天文の現象に用いられ

るのと同じ語、つまり「象」という語を用いて書記・文ޏについて論じており、

そこでは天のᜊ察と文を読むことが˰界を解読する2つの様態として等価に捉

えられているのである。さらに、この同じ「象」という語は、また、文ޏ（໱

についての最қの体系的な分類のౕጸみにおいて中心的なमҾをઆってお（ޏ

り、そこでは、ḧ஧のтԭ（トリグラム／3つの記号列）、Ḩ天文現象、ḩ文ޏ、

これら三者が、1つのцᣮの意味体系の3つの変異形として解されているとい

う
132

。）

第4節第4項　 スラヴ語圏における聖なる（書物の）文字
としてのキリル文字とその地政史

一方、スラヴの場合は、神自ᡵがצ示をとおしてɷリルにスラヴ文ޏを示し

たとされている
133

。しかし、もちろん、文ޏや言語の神聖さは、上でも示した

ように഍めて୑ผ的な問題であり、それは、単に「ޯޥ論」や「イデオロギ

ー」に関わる次元においてだけでなく、᫪ᯏに現˰的な「୑ผ」、地୑学的な

੉Ⴉ・操作の次元も含み込んでいる。以下、本ᬱでは、そのことをщ体的に示

すため、「ɷリル文ޏ」の地୑史について詳述する。

まず、歴史的にいえば、神によってɷリルにצ示された（言い換えれば、ɷ

リルが発明した）のはグラゴル
134
（Glagolitic）文ޏで、いわəるɷリル文ޏはグ

ラゴル文ޏを43ρのアルファʣットへと単ጠ化した文ޏ体系である。ɷリル

（ɷュリロス）は869ࢳにローマでᣯ去し、ɷリルのЬअでԦ力者であったメ
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トディオス（（Methodius） メフォディ）と彼らのअފたちは大ʬラヴィアသ国か

らᣜ୐されブルɶリアቼ一ࢗ国へとᣟげ込んだが、メトディオスは数ࢳ後にඳ

ณ、अފたちがරされたブルɶリアቼ一ࢗ国において、おそらくオフリドのク

レメント（St. Clement of Ohrid, 840ࢳᬰ～916ࢳ）などが、これらのअފたちとц

にɷリル文ޏを生み出したのではないかと૜察されている。（なお、Qvale（2014

［1998］: 10）は、ɷリルとメトディオスは、ɰルフィラ（ɰルフィラス（Wulfila, 

の発ಘを知ってޏのゴート語訳聖書とそれに伴うゴート文（（ࢳᬰ～383ࢳ311

いたと記しており
135

、後者がグラゴル文ޏの発明をҨ༜したことを示דしてい

る
136

。）

カトリックのスラヴ人は、その後もᩋらくグラゴル文ޏを使用し続けたが、

ඩ教会のスラヴ人はɷリル文ޏを用いるようになり、աɷリル文ޏはその後、

ロシア語、ʣラルーシ語、マケドニア語、ɰクライナ語、ブルɶリア語、ʅル

ʝア語のアルファʣットඩ書法へと分岐、グラゴル文ޏは、ダルマチアのカト

リック教Ԗのいくつかで、今日でも（あるいは、つい最近まで）使われている

／いたといわれている。

このɷリル文ޏについての詳ጯを、Kamusella（2008: 68-70, 87）に依拠して記

述しよう。まず、中܄ඔࡻがまだフランクသ国のୈᥓ下、あるいは確固とした

फᬭ下にоる前の時ఙ、この地ڒはフランクသ国・ローマ／ᛴ方教会とʝʀン

ʎࢗ国・ギリシア／ూ方教会との間にある中間地࢛の様相を֔していた。その

ような時代、9˰጗ԡば、フランクသ国とブルɶリアは大ʬラヴィアသ国―

すなわち、アヴァール可෴国のەࡓ後、2˰጗をጽて中܄ඔࡻにӠᒾした、ス

ラヴ語が用いられていたသ国―そのさらなる拡張を᩻ȧうとしていた。そう

した地୑学的࿡ม下、大ʬラヴィアသ国の指߳者たちはʝʀンʎࢗ国と同ᄴ

関係にоることを望み、その結౓、この地のూ方ɷリスト教への୎宗のため

にかけて成ӎࢳから867ࢳ教๊動が863ࢎ国から派ᤗされࢗ教団がʝʀンʎ޶

ᛆに行われる。このͤ道団の指߳者となる2人の聖ᐳ者、すなわち、テッɿロ

ニɷ（ɿロニカ）出ᡵのЬअ、ɷリル（ɷュリロスᴸ元の名はコンスタンティ

ʘス）とメトディオスは、ʬラヴィアでのࢎ教に向けて、୿しい文ޏであった

グラゴル文ޏを使って彼らの୒᥅（ɿロニカ）のスラヴ方言を書くことを開ܿ

し、Ьअとそのअފたちは、聖書やその他のɷリスト教文献をこのスラヴ語と
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その書記法に翻訳していった
137

。ʬラヴィアでのࢎ教に際し、Ьअは、大ʬラ

ヴィアがカトリックのフランクသ国のफᬭٚ内にあったため、ローマ教ᄓから

のуࣻの認可を෰め、一ብ、教ᄓの認可は下った。しかし、その後、ɷリルが

たちもʬラヴィアかފにᣯ去、そのअࢳに、続いてメトディオスも885ࢳ869

らᣜ୐されていたため、ʝʀンʎ・ギリシアࣻの儀礼はラテン・ローマࣻの儀

礼によって取って代わられ、スラヴ語はラテン語によって代ఉされた。（その後、

ʬラヴィアသ国はマジャル人（マジャール人）のΞоなどによって902ࢳᬰに

は10、ەࡓ˰጗中ᄷからはマジャル人のカトリックへの୎宗が進み、10˰጗

ఞにはカトリックのハンɶリーသ国が成立する。）

Ьअが、ギリシア語・ギリシア文ޏやラテン語・カロリング体ではなく、ス

ラヴ語、そして୿たな文ޏであるグラゴル文ޏをᤣんだ理由は、フランクသ国

とʝʀンʎࢗ国にયまれたこの地ڒの中間࢛的性格に大きく関わっているよ

うである。7～8˰጗よりローマとʝʀンʎの両教会は୑ผ的፯張関係にあり、

Ьअは、強く୑ผ化されたギリシア語やラテン語のどちらかを૗用するのを避

けた。そして、両者の中間といえるもの、つまりカロリング体とギリシア文ޏ

ᔯ書体との混淆である୿たな文ޏ体系を作り出した。それによって、スラヴの

Ϋ語を表記することにより、後者を୿たな書記言語へと転換したのだと૜察さ

れる。

すなわち、グラゴル文ޏは、カロリング・ミナスɷュール（カロリング小文

がアルクィンに作らせたもࢗ体ᴸカロリング体ᴸカロリングగのカール大ޏ

の
138

）とギリシア文ޏᔯ書体とのᙤ合であると見なされている
139

。

他方、ɷリル文ޏは、グラゴル文ޏよりもギリシアのアルファʣットへの近

似性がᯚい。上でも見たように、この文ޏは、おそらく、ɷリルとメトディオ

スЬअのअފたちがʬラヴィアからᣜ୐された後にሉͳしたቼ一ブルɶリア

国のハࢗで作り出されたものである。当時、ブルɶリア（ࢳ681～1018）国ࢗ

ーンであったのは、ʦリス1˰（907ࢳณᴸ在位、852～89ࢳ）で、ブルɶリアࢗ

国は彼のผ˰下、864ࢳにɷリスト教に୎宗し、893ࢳには、ブルɶリアឰ会

（ɿʦル（sabor））が教会スラヴ語をブルɶリアࢗ国の聖Ϋ両領ڒにおけるу用

語であると޶言することになる。また、ブルɶリアの、ʝʀンʎࢗ国（コン

スタンティʘʧリス総主教）からの࿲立を強ᝩするため、ʦリス1˰のފであ


